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1 はじめに

本研究では，学習者にグループワークの活動内容ご

との時間内訳をリアルタイムに提示するシステムを構

築する．これにより，学習者が目標とする時間配分で

グループワークを進められるよう調整することを促す．

学習者の能動的な学習を促進するため，教育現場に

おけるグループワークの活用が拡大している．複数人

の学習者からなるグループが一が一定の期間を通じて

集まり，複数回のグループワークを行う状況を想定す

る．協同で学習成果をまとめる過程を通じて，分業や

協業，学習資料の理解，思考や意見の整理などを経験

することが期待される．

しかし，グループワークの経験の浅い学習者が集まっ

た場合に，特定の活動内容に偏ることが起きうる．活動

時間の多くを学習者間での議論に費やしてしまい，そ

の他の作業を行う時間が少なくなる可能性がある．

本研究では，様々なタイプの学習活動で構成される

グループワークを想定し，活動内容ごとの時間内訳の

把握を支援するシステムを提案する．

2 グループワークにおける時間配分

グループワークでは，問題解決の過程を通して自律

的に学ぶことが期待される．そのため学習者間での議

論だけでなく，議論の内容を整理してまとめる作業や，

生じた疑問について資料を調べるなどして解決する作

業にも取り組む必要がある．これらの作業に十分な時

間配分を行わないと，学習課題に関する深い理解を伴

わずに学習者間での議論が進行するケースが生じる．

学習者がグループワークにおいて作業と議論の時間

配分を調整するためには，活動内容ごとの時間内訳を

把握することが必要であると考えた．時間内訳を把握

する方法として，タイムキーパーによる活動時間の計

測や，活動内容ごとの持ち時間をあらかじめ定めると

いった方法が考えられる．しかし，グループワークの

活動内容は短時間かつ頻繁に遷移するため，これらの
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方法が適さない状況がある．

本研究はこのような問題に対して，グループワーク

における活動内容ごとの時間内訳の把握を，情報シス

テムにより支援することを提案する．対象とするグルー

プワークの活動内容は，「作業」「議論」「静態」の三種

類とする．これらの活動内容の検出は，学習活動を妨

げずに行える必要がある．「作業」は学習者が集まり机

上で行う，ノート PCまたは筆記用具を用いた作業と
する．作業状態を検出するために，机にかかる荷重を

計測する．また議論状態を検出するために，マイクに

より学習者の発話の有無を判定する．時間内訳を集計

して提示することにより，学習者が活動内容ごとの時

間配分を自律的に調整することを促す．

3 関連研究

作業状態を検出する研究として，コンピュータを用

いているユーザの集中度を判定する研究がある [1]．こ
の方法では，キーボードやマウスの利用頻度を検出で

きるとしている．しかし，仮想オフィス環境を対象と

している．e-learningに取り組んでいる学習者を対象と
して，教材に対する主観的難易度を推定した研究があ

る [2]．学習者の顔やマウス操作をカメラで撮影し，分
析する手法を提案している．しかし，学習中に顔や手

元をカメラで撮影されているという状況は，心理的負

荷が高く学習の妨げとなる．また，圧力センサマット

を用いて，作業中のユーザへの割り込み可能性を推定

した研究がある [3]．この方法では「タイピング」「マ
ウス操作」「腕の位置」を検出できるとしている．しか

し，オフィス作業中のユーザに対する割り込み推定を

目的としている．

いずれの研究も，個人の作業状態の検出を想定して

いる．また，コンピュータを用いた作業のみに対応し

ているか，本研究とは検出対象とする活動が異なって

いる．本研究において検出する作業状態は，グループ

ワークに関する机上での作業とする．議論状態の検出

は，マイクによる検出方法 [4]を参考にする．

4 システム設計

グループワークの活動内容を，学習活動を妨げず検

出するシステムを開発する．複数の学習者が机を囲み，
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ノート PC又は筆記用具を用いる状況を対象とする．
作業状態を検出するために机にかかる荷重を計測し，

議論状態を検出するために学習者の発話の有無を計測

する．システムは机上設置型とし，内部に複数のロード

セルとマイクが設置されている．ビーム型のロードセ

ルを長方形の薄い台座の四隅 (2kg)と縦横 (10kg)に計 8
個設置する．データはロードセルと接続した Raspberry
Piで収集し，サーバに送信する．送信されたデータを
基に，活動内容を判定する．いずれのデータも閾値よ

り小さい場合に，活動が行われていない静態と判定す

る．結果を集計して，時間内訳のグラフを作成する．机

に置いたディスプレイを用いて，学習者に現在までの

時間内訳を提示する．最適な時間配分はグループワー

クのメンバーや学習内容，活動段階によって異なると

考えられる．このため，情報システムが学習活動を制

約したり，学習者の行動に介入したりする機能は想定

しない．提案するシステムの概要を図 1に示す．

図 1: システム概要

5 実験

1人の被験者に対するシステムの影響と検知手法の妥
当性を確認する．被験者は椅子に座った状態で，机上に

てタスクを行う．タスクはグループワークで想定され

る行動をできるだけ単純化し，A)タイピング，B)Web
サーチ，C)筆記動作，D)資料内探索の 4種類とした．
タスクＡは予め用意された文章をテキストエディタに

入力する，タイピングタスクである．タスク Bは予め
用意された文章を書き写す，筆記動作タスクである．タ

スク Cは指定された 3つの URLを検索し内容を確認
する，Webサーチタスクである．タスク Dは指定され
た語句を資料内で探す，資料内探索タスクである．

被験者は理工系の大学生 2名とし実験を行った．Rasp-
berry Piからロードセルのひずみ値を取得し，その絶対
値のウィンドウサイズを 3とした時の最小値をとる．値

が一定の定数を超えた，もしくは最大値の 10分の 1を
上回った時，「作業」とみなす．15秒以上閾値を超えな
かった場合「静態」とみなす．

実験の結果を図 2に示す．図 2より，いずれのタス
クも閾値以上の値をとっている．また，静態時に連続

して閾値を超える値は存在しない．したがって，本シ

ステムによって机上の作業状態を，静態か作業である

か判断できると考えられる．

図 2: 実験結果

6 おわりに

本研究は，学習者が目標とする時間配分でグループ

ワークを進めるための調整を支援する．そのために，学

習者に活動内容ごとの時間内訳をリアルタイムに提示

するシステムを提案した．今後は，実際のグループワー

クを想定した環境にて実験を行い，時間内訳を提示し

た場合のユーザへの影響を評価する．
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